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黄 道 光

グドセノレ天文皇　E・A・7アス博士

天昇2聰
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　夜室の特別な一現象である黄道光は比較的小範園の人tCしか知られて居な

い．以下之に就いて轡型に記して見よう・委細は又筆を改めて記すことにしよ

う．季節に就いての記mett丁丁球に適用されるので，南牛球の場合には交替す

る必要がある．

　冬の絡りと夏の初めには，薄明が経ってから，西の塞に襖型の白い光が見ら

れる．地響線に平行な其の底は廣さ20D乃至300であり・頂門は40。或は回れ以

上の高度に上方へ搬がつて居る．光の軸は大艦黄道内にある．此の光は軸に添

って最も明るく，端では漸次淡くなって行く．＃の最も明るい所では大町夏の

銀河の明るい部分に等しい．同様な現象は夏の絡りや秋の初めには暁方前，1，

2時聞朝の室に見られるもので，此の光は避道光として知られて居る・此の朝

の外観は時々「悸りの黎明」と呼ばれる．

　太陽の光の幅は容易に決定出隅ないが，1907年から1908年に於けるリク裳

文憂の観測に擦れば，太陽の北の最大の披がりは約45。程であり，南への櫨が

りも多分同様である．

　朝夕の外に・核i型の面積は特別に都合の好い時には一斗ゆる人工的な照明

煙霜がなV・様な一黄道光の頂黙から黄避に滑って振がり，室を横ぎる1本の

淡い光の帯が見られる・此の一暦淡V・帯は黄道禮として知られて居るし，此の

帯の廣さは5。一IO。に及ぶ．

太陽の反封にある黄道帯の翻は他の音粉よりも共va　一贋明るくて廣く輻

20。に達する・此の明るい方の面積は封日照と呼ばれるものである・之等のミ

つの現象一黄道光襖型，茸道帯及び二日照一は，・一般に異った歌態の時に

見られる同じ物艘であると思はれて居る・では此の物彊は何であらうか？

　之を最も簡眠犀免明は，流星論として知られて居る・此の理論に櫨ると，太

陽の周園には二重の凸レンズとなった外廓をもつ塵境があると假定し，太陽は

此のレンズ型の雲の中心にあるとし，此の雲は大膿黄道面に地球の軌道を超え

て外部に鑛がつて居ると假定される．伺ほ又最大密度は此の面の近くにあり，
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共の密度は卒一面からの距嵩佳と太陽からの距離と共に減少すると假定される・

　此の論明が考へられる種々な現象に如何に1商用されるかを考へて見よう・前

述した時に東西の核i型を見る理由は，之らの時には，黄道光は地四線に大抵殆

んど垂直であり，從って太陽に照された塵顕よ地卒蔚長上遠方まで櫨がつて居る

爲である．

　他の季節には，黄道は地丁一線と比較的小さV・角をなし・黄道光は地早引近く

の需に吸牧されるので，さう容易ぐ見られない・

　黄道帯は地球の軸道を超えて塵雲の損がりを示す．此の帯は雲が太陽から遠

方にあれば多少濃く，叉之を照す太陽の光が距離の逆の平方に減するので淡く

見える．

　封日照は太陽の反斐」にある塵雲の部分であると假定されて居る．此の方向に

は塵粒子は各々満月の中にある．一即ち太陽に依って照される表面は凡て里

門ひの：方に向けられて居る一一それで，4分の1或は下弦に見る時よりもすっ

と明るい．

　洲雲詮の擦り所とする誰櫨は大部分スペクトル爲眞に依って居る・特別なス

ペクトル爲眞の長露出が多くの天文憂で行はれて居る．此の主な光は反射され

た日光のやうである．實際に輝くガスからやって來る線も同じく撮れるのであ

るが，之は3ζ黄道光の部分の外側の夜室からも得られるので，地球の大氣にあ

る永久的な極光に基因し，叉軍に地球の大氣が動いて居るので，黄道光のスペ

クトルと重複すると假定される・

　黄道光も勤日照も共のスペクトルは未だ解って居なV・．共に大野淡いので，

地球の極光や夜回の微光星光の一般的影響と分離出來る様な満足なスペクトル

を示さなv・．若し之等の影響が取除かれるならば，黄道帯や封日照の知識は現

在よりもすっと進歩すると思ふ．

　黄道光の塵雲詮に就いては他に些少の諮櫨が上って居る．黄道光の可成りの

部分は偏f奇して居る事が解って居る．之は殆んど確實に・樋の光は一部分適

當な角度で反射に依って偏碕されるので，我々の見る光は反射された日光であ

る事を示す。微細な塵粒子は斯様な影響を及ぼす事が出門る・

　最近黄道光は太陽のコ・ナの披がりであるとV・ふ理論が進展して來た・然し
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尊ら，理論の基礎となる設慷は回暦貧弱であるので承認されて居らなV、・既の

理論に封ずる反封の一つは簡坦に説明出來る．

　皆既口食時のコロナ図柄の研究に依れば，コ1・ナの明るさは太陽からの距離

の逆の平方よりもすっと早く下降する事が解る．

　融融．に計算すると，コロナは見えない太陽力・ら50つか共れ以上の距離では大

層光が淡い事が解って居る・然し乍ら黄道光は今爾ほ井の距離では可域りのHJI

るさを示して居る．

　封日照も同様に他の理論の主題となって居る・此の現象は一種の渦谷の様に

太陽や地球の合域引力に依って地球から約100萬哩の距離の所に保持されて，

過剰な粒子の場合の様に満月時に口光を反射する粒子に依っては，斯様に激し

く影響を受けるものではないことが暗示されて居る．鍛學的には此の論はiFし

い．然し此の溌が事費を現すや否やを尋ねる場合は丸瓦し笈ねる・

　海蛍では熱帯に於ける槻二者は，黄道光の廣さと明るさとが共に攣動ずる事

を報じて居る・海抜上の可成りの高度で光の親測をある期間行った者の調査に

擦れば，調査したものは凡て明るさも擬がりにも斯様な攣化を認めなかったr＄

が解って居る・二等の矛盾’結果は容易に一致せしめる事は出山なV・・

　之等の黄道光の現象を杢く満足出來る迄詮無しようとするには今f嗣ま爲すべ

き多くの仕事が幾されて居る．

　若し槻生者が眼界を継げられす，叉矯や人工的な照明に天察が煩はされない

位置に居るとすれば，形，搬がり或は恐らく光度の攣品等の観測を行ふ事は困

難ではない・

　星岡と鉛塞と，眼さへ可成り良ければ他に之と謂って何も要らないから，之

こそアマチュア天．文學者が大いに仕事の出島る舞墓ではある．

　原編者註：一

　アマチュアの黄道光槻測方法で出迫る此の種の秀れた例がある・之はNew

South　Walesのシドニィ及びBritish　Columbiaのヴアンクiバの闇を航海し

て居る王立郵便定期船であるAorangl丸の叩板で観望中に行ふ槻測に就いて，

王立海fE製革局のフランシス・J・ベイルドンが行った無明に認められる．彼は

第1項に於て，ベィルドン氏は一特別な日附に行はれた観測に加へて不幸に
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も飴り長文で，こNに引例する事は出撃なv・が一彼の結論を完全に要約して

居る．一般に彼の叙述はフアス博士の始めに述べたものと極く一致を見て居

る．然し時々彼は「2等撮の星のみが其の中に識別される程明るい開平形」を

見て居るし，概して3等星を見る事が出來た．ベィルドン氏は閉りに淡くて其

の外に容易に識別出來なV・大氣中の最も淡い巻雲露は黄道光の境界を「外見上

絶えす攣化」させて居ると述べて居るが，之はアマチュアの槻測に依って注目

される黙である・（佐登兜澤）

　　　　　　　　　　太陽黒鼠極大期の三二二三

　昨年末の1歌洲Z）塞さは非常なものであった。飢えた狼の群が凍え切ったカル

パチヤンの山々から降りて來て，ルマニヤの村々の羊や牛などを掠奪した．フ

ランスの北部ではクリスマスの御馳走にとてパリの市場へ急逸される七面鳥が

皆ステ1シヨンで貨車に積み込まれる前に，既に凍死して了つた．ポ1ランド

では荒々しい鳥群が一人の少女に飛び力践って，途に彼女を殺した・英國では

大ロンドン市中に時刻を知らせるかのビグ・ベン（國會議享堂の高塔の上にあ

る大時計）も凍って，豚の鳴聲の如き音を磯した．

　シベリヤから猛烈な風がロシヤの山野を越えて吹きすさび，全欧の人々も畜

類も皆，職へあがり，風邪になやみ，凍え死に，到る所，こ孚に埋もれ，霜に胃

された．此の寒さは，ロンドンでは實に47年目りであり，パリでは61年ぶり，

3く，ベルリンでは80年ぶりだと言はれた．中にも，最：もひどかったのは東部ヨ

1ロツパと，スカンヂナビヤとで，ノルエ1では華氏一25。，ボ1ランドでは

一27e，ロシヤでは一45。，3ζ，シベリヤのノボシビルスクでは一54。であった・

　蓮河も，下道も，公道も，大陸は皆氷り付き，吹雪で閉塞された・北海でも

パルチク海でも，英田海挾でも，船舶は悉く港内で難破した．町でも，村でも

大人たちは・皆，だめになったあらゆる交通機關を克服して，里勝りや，食糧運

びや，石炭運びや，クリスマスのllRりものL蓮搬に多忙を極めたが，少さい子

供たちは，この珍らしい景色に喜び勇んだ．ロンドンでは，10年目りで，雪合

職が見られ，ベルサイユではグラン・カナ1ル（大蓮河）の上でスケ1トが行は

れた．死者は200人あったが，中にも最も氣の毒なのは，ドイツとボ1ランド

の暗闘で，追放された＝・・ダや人が10人も凍死したことであった．


